
見瀬丸山古墳（五条野丸山古墳）　（橿原市）
　　　　西側から見た見瀬丸山古墳/左手が前方部、右奥は後円部



　　南西側から括れ部の辺りを見たところ/左手に説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/yQFxtyjMOE0


　　　　　そこで、左手に前方部を見たところ



　　　　　同じく、右手に後円部を見たところ 📹 video

https://youtu.be/DyL_xBuroEo


　　　6世紀後半に築造された、墳丘長約330mの日本最大の横穴式石室をもつ前方後円墳

令和7年　撮影



石室内部には2基の刳抜式家形石棺がL字型に直交するように置かれているが、その二つの石棺の製造時期などを巡って様々な見解があるようだ



　前方部の北西隅が国道によって削られてしまっている



　　　　墳丘に登る途上の段築の辺りで、前方部方向を見たところ



同じく、後円部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/OeoZuYsqXtQ


　　　そこから後円部方向に進み、陵墓参考地に指定されている後円部の柵を見たところ



　　　そこで、振り返って前方部方向を見たところ



　　　　同じく、後円部墳頂を見上げたところ



　後円部の後ろに回って、南西側から北東方向に墳丘斜面を見たところ



そこで、左手を見ると説明板や標柱などが立っていた



平成27年　撮影





　　　　横穴式石室実測図



　　　　　こちらは欽明天皇の后・堅塩媛（蘇我稲目の娘）の石棺とも・・・



　　こちらが欽明天皇の石棺とも・・・



　　「史跡　丸山古墳」とある



　　　　　後円部の一部フェンス内は畝傍陵墓参考地として立ち入り禁止になっている



　後円部を後ろから見たところ



　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



　　　　　さて、これは括れ部辺りの墳頂で後円部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/iuHJFRFGw5w


　　　　　振り返って前方部方向を見たところ



　　これは前方部の墳頂で後円部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/1QWK7r8h3E4


　　　こちらは前方部の後ろで左手を見たところ 📹 video

https://youtu.be/0K6zD5WQX2M


　同じく、右手を見たところ/この前方に国道が通っており、墳丘が少し削られてしまっている



　　　　　この道路が国道/この国道の部分は前方部の北西隅の墳丘であったのだが・・・ 📹 video

https://youtu.be/uSnrZZ_c9Dg


　　国道となってしまっている



　　　　削られてしまった北西隅の辺りから後円部方向を見たところ



　　　　　周濠の感じが見てとれる/前方に最初の説明板が見える



これは反対側で前方部から後円部方向を見たところ



　　　そこで、右手に前方部の先端を見たところ



　　　これがはっきりと残っている北東側の周濠 📹 video

https://youtu.be/NR2fDiFNOqs


　　　北側から周濠越しに墳丘全景を見たところ



　　　　　北東側から括れ部辺りを見たところ 📹 video

https://youtu.be/wF_wwQgy2x4


　　　　　そこで、左手に後円部を見たところ



　　　　　同じく、右手に前方部を見たところ



　　　　しかし、巨大だ！/5世紀末葉頃から前方後円墳が縮小されていく中で、6世紀後半になって何故300mを越えるような巨大前方後円墳が造営されたのであろうか！？



「5世紀末葉頃から前方後円墳が縮小されていく中で、6世紀後半になって何故300mを越えるような巨大

前方後円墳が造営されたのであろうか！？」という問題ついて少し考えてみたい。

まず、見瀬丸山古墳の被葬者についてであるが、諸説はあるものの規模からして大王墓と考えるのが最も

自然のように思われるので、欽明天皇の墓としよう。

突如として300mを越えるような巨大な前方後円墳が造営された理由は、古市古墳群の近くに所在する河内

大塚山古墳（松原市）との関係で見てみよう。

別稿、「河内大塚山古墳（松原市）」で言及したように、6世紀中葉～後葉に突如として巨大な前方後円墳で

ある河内大塚山古墳が造営され、それに触発された欽明天皇を支える大豪族、つまり蘇我氏は飛鳥の地に

同等の規模をもつ見瀬丸山古墳を造営したのではなかろうか。それは時の権力の所在を明らかにするもの

であったと思われる。見瀬丸山古墳の完成後、推古朝になって后の堅塩媛の棺が追葬されたとしてはどう

であろうか。（その際に石室の改築が行われたのではあるまいか？)

いずれにしても、見瀬丸山古墳は大王墓に相応しい規模を誇っていると思われる。




